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　感染症の大流行を経験し，在宅医療と病院医療の違いやその連携がどうあるべきか
と考えることが多くなった．何となく想像はできるが，明確な答えは今のところ持ち
合わせていない．もともと医学部には大学病院が設置されており，大学病院内で学生
実習から医師になってからの研修まで行われる．その後，専門性が高まれば高まるほ
ど大学病院での仕事にのめり込む．大病院での医療に慣れた医師は少なくない．そし
て，在宅医療を担う医師たちと実際に会って交わることはあまりない．
　患者の診療は大学病院だけではできず，ある程度安定した患者を後方医療施設へ紹
介していく必要がある．これは国の施策としても，日々の診療の流れとしても必須な
ことである．一方で，われわれ病院で働く医師が在宅医療をどれくらい知っているか
というと，「ほとんど知らない」が正しい答えではないかと思う．というか自分自身は
恥ずかしながら，多くのことを知らない．たしかに研修医の頃，プライマリケアや地
域の研修があったが，それでもクリニックでの研修で在宅医療まで経験したとは言い
がたい．それゆえ冒頭の疑問に対する答えの輪郭がいつも不明確でふわっとしている．
　在宅医療をあまり知らない病院勤務医にとって，病診連携することや病院と在宅医
療の連携を行うことは結構難しい．その難しさは，想像できない部分が大きいことと
強く関連している．在宅医療の専門家たちが現在直面している問題はどんなことなの
か，在宅医療へどんな情熱をもっているのか，将来に向かって何を思い描いているの
か，本特集を読んでそのパワーを感じてみたいと思う．
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